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土佐さがのもどりガツオ祭第15回
　「第15回土佐さがのもどりガツオ祭」が10月13日（土）、黒潮一番館周辺を会場に開催され、18,000

人が来場しました。

　同祭は、漁師のおかみさんたちが、1年の豊漁と海上安全を感謝する気持ちから平成16年に始まったも

ので、開会の挨拶では、実行委員長の浜岡直春さんが「美味しいカツオをぜひ多くの方に食べてほしい」

と話しました。

　今年のもどりガツオ祭では、約2トンものカツオが一本売りや「カツオ御膳」の藁焼きタタキなどとし

て販売され、新鮮なカツオを求めて多くの来場者が長蛇の列に並びました。また、カツオ御膳は約1,000

食購入され、実際に食べたという来場者は、「カツオを目的に来場した。普段はなかなか食べられないが、

藁焼きの香りがしてとても美味しい」と話していました。

　黒潮丸前の広場では、大西町長によるカツオの藁焼き実演や、高知ファイティングドッグスの選手も参

加した餅つき、また、佐賀保育所園児や幡多舞人による踊りの披露などがあり、会場を盛り上げました。

　そのほかにも、子どもたちが参加する「カツオの一本釣りゲーム」や、カツオタタキ丼の食べる早さを

競う「旨いもの早食い競争」、クイズ、抽選会などが行われ、参加した人々は笑顔で楽しんでいました。

漁師が焼くカツオ イベント最後には餅投げも御膳を求める列一本釣りゲーム
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千代の海関より挨拶

出席者と交流する千代の海関


